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報道関係 各位 

Idein株式会社 

 
Idein、東京都との協働プロジェクトで鉄道DXを推進 

都営地下鉄の乗客量データをAIカメラで取得・可視化 
都政現場の課題解決を⽬指す「現場対話型スタートアップ協働プロジェクト」成果報告 

 
エッジAIプラットフォーム「Actcast」を運営するIdein株式会社（読み︓イデイン、本社︓東京都千代⽥

区、代表取締役︓中村 晃⼀）は、東京都と協働して都政現場の課題解決を⽬指す「現場対話型スタートア

ップ協働プロジェクト」において、東京都交通局が運営する鉄道路線（都営地下鉄）の乗客量をAIカメラ

で可視化する実証実験を実施しました。 
 

 
 

■プロジェクト概要 

「現場対話型スタートアップ協働プロジェクト」は、優れたスキルや技術を有するスタートアップと東

京都が協働し、都政現場における課題解決を⽬指す公募事業です。Ideinは2023年12⽉に、東京都交通

局（電⾞部）の課題解決に向けたプロジェクトに採択※1されました。 

 

東京都交通局は、都営地下鉄、都営バス、東京さくらトラム（都電荒川線）、⽇暮⾥・舎⼈ライナーを

運⾏しています。地下鉄等の運⾏に当たっては、ダイヤ（運⾏計画）策定のため、どの駅で・どの⾞両

に・どのくらいの乗降量が発⽣しているかを正確に把握する必要がありますが、現在は職員が⽬視で測

定しているため、測定場所や時間、⾞両が限定的であることが課題でした。これをデジタル技術を使う

ことで解決を⽬指したのが今回の取り組みとなります。 

今回の実証実験は、その可能性を探る第⼀歩として当社のエッジAIプラットフォーム「Actcast」に繋が

ったエッジAIカメラ「ai cast」※2を活⽤し、2024年２⽉に地下鉄の1駅で実施しました。 
※1︓Idein、東京都と共に都政現場の課題解決を⽬指す「現場対話型スタートアップ協働プロジェクト」に採択（当社プレスリリース） 

https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000076.000026271.html 

※2︓「ai cast」について（当社公式ブログ） 

https://www.idein.jp/ja/blog/20230221-aicast 

https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000076.000026271.html
https://www.idein.jp/ja/blog/20230221-aicast


   

 

■プロジェクト実施概要 

都営新宿線 神保町駅ホームにai castを設置し、AIアプリを活⽤して⾞両内の乗⾞⼈数、停⾞時の乗降⼈

数を計測。併せて、その環境におけるAI精度をより向上させるため、交通局職員による⽬視での⼈数計

測も⾏い、双⽅の結果を⽐較検証しました。 

 

 
「ドア前」と「⾞窓」に映った乗⾞⼈数を計測 

 

その結果、「乗⾞⼈数」は、ドア前エリアについては⾮常に⾼精度な計測が実現しました。⼀⽅、⾞窓

エリアについては、⾞窓に貼られたUVカットフィルムの影響などにより、ドア前エリアに⽐べて精度が

低くなりましたが、AIカメラ設置位置の変更やAIモデルの再学習により改善する⾒通しです。なお、⾞

窓エリアの精度が向上した場合には、実際の⾞両構造をもとにしたシミュレーション上、計測精度は9

0%以上となり、実⽤に⾜る運⽤が可能になることが期待されます。 

 

また「乗降⼈数」は、乗⾞・降⾞のいずれも、AIによる⼈物検出に100%成功しました。実運⽤に向け

ては、混雑時の⾞両および時間帯でのさらなる検証を⾏うことが必要となります。 

 

今回のプロジェクトでは、AIカメラで乗客量データを取得・可視化することで、東京都交通局をはじめ

とする鉄道事業者の課題解決につながる多くの⽰唆が得られました。少⼦⾼齢化が進む⽇本において、

公共交通機関の重要性はますます増しています。その⼀⽅で、⼈⼝減少により収益化の難しい路線も少



   

なくありません。そのため、利⽤者数に応じた適切な⼈員配置や運⾏スケジュールの最適化が求められ

ています。なお、最適化に向けた取り組みは、その確からしさを確認するために、継続的に経過観察を

することが重要です。 

Ideinは本プロジェクトで得られた知⾒も活かし、鉄道・交通領域におけるエッジAI活⽤を通じて、デー

タを基にした課題解決を推進してまいります。 

 

■プライバシーに配慮したデータ収集 

エッジAIカメラはクラウドAIカメラに⽐べて圧倒的にセキュリティに優れています。取得した画像や映

像はカメラ内でリアルタイムに処理され、クラウドへは送られません。サーバーに送信されるデータに

は個⼈を特定する情報は含まれておらず、分析された結果のテキストデータのみです。画像や映像はカ

メラ内に残らないため、万⼀の端末の盗難などによるデータ流出のリスクもありません。 

 

■エッジAIプラットフォーム「Actcast」について 

 
 

Actcastは、画像や⾳声等の解析技術を⽤いて実世界のデータを収集・活⽤できるようにするエッジAIプラッ

トフォームです。 

 

＜「Actcast」の特⻑＞ 

・⾼度なAI解析をクレジットカードサイズの⼩さく安価なデバイスで実⾏できるため、デバイスのコストを劇

的に削減できます 

・Idein独⾃の⾼速化技術により、AIモデルを軽量化することなく最先端のAI解析ができます 

・カメラ、マイク、温度計等を搭載したセンシングデバイスを使⽤して、多様な実世界の情報を収集・活⽤で

きます 

・リモートで複数デバイスの管理・運⽤ができます 



   

・独⾃開発のデバイス管理プラットフォームとして、累計登録台数は16,000台を超えており、本導⼊・⼤規

模運⽤の実績が豊富にあります 

・エッジAIは必要最低限の情報だけをクラウドへ送るため、プライバシー・機密情報に配慮しながら利⽤できます 

 

■Idein株式会社 概要 

安価な汎⽤デバイス上での深層学習推論の⾼速化を実現した、世界にも類を⾒

ない⾼い技術⼒を有するスタートアップです。当該技術を⽤いたエッジAIによ

る現場データ収集プラットフォーム「Actcast」を開発し、実⽤的なAI/IoTシ

ステムを開発・導⼊・活⽤する開発者及び事業会社へのサービス提供を⾏って

おります。今後もパートナー企業と共に、AI/IoTシステムの普及に貢献してま

いります。「実世界のあらゆる情報をソフトウェアで扱えるようにする」をミ

ッションに掲げ、⽇本国内では経済産業省 J-Startup選定をはじめ、⽇本経済新聞社 NEXTユニコーン企業にも

選ばれています。英Arm社のAI Partnerや、⽶NVIDIA社のInception Program Partnerに選定されるなど、海外

でも⾼く評価いただいています。 

 

【設⽴⽇】 2015年4⽉7⽇ 

【代表者】 代表取締役 中村 晃⼀ 

【所在地】 東京都千代⽥区神⽥神保町1-4-13 

【事業内容】 Actcast事業（エッジAIプラットフォームの開発・運営）、共同研究開発事業（次世代⾃動⾞開

発での協業等） 

コーポレートサイト︓ https://www.idein.jp 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
本件に関するお問い合わせ 

Idein株式会社 広報室 ⾼橋（メールアドレス︓pr@idein.jp） 

https://www.idein.jp/
https://www.idein.jp/
mailto:pr@idein.jp

